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第１部は支部大会。第２部の記念講演会では、東洋大学法学部教授の加藤 隆之 氏をお招きし、個人情報保

護をテーマとして講演いただきます。第 1 部、第 2 部とも、会場とオンライン（Zoom 使用）併用で開催いたし

ます。皆さまのご参加を心よりお待ちしています。  （※会場のみで第３部交流会を開催します） 

  

 

日 時：6月２９日（土）１２：30 ～１５：30 

［第１部］ 第 3６回通常大会 12：30～13：45 （NACS正会員のみ） 

［第２部］ 記念講演会     14：00～15：30 （どなたでもご参加いただけます） 

講 師： 東洋大学法学部企業法学科教授 

加藤 隆之 氏 

テーマ：「 新しい視点から考える個人情報保護  

〜消費者として着目すべきこと〜 」 
 

 
 

      大阪産業創造館 ４階イベントホール 

（大阪市中央区本町1-4-5） 

会場 ７0名  オンライン ５0名 

（参加費無料） 

NACS正会員・賛助会員・一般 

 しめ  6月23日（日） 

※ご提供いただきました個人情報は本事業の連絡のみに使用します。 

◆ 申込方法は NACS西日本支部ホームページに掲載して

います。下記の二次元バーコードからホームページにアク

セスしてお申込みください。   

 https://nacs-west.jp/event/1659/ 

（お問合せ先） 

Ｅメール： west-soumu@nacs.or.jp （総務委員会） 

 

＜講師の加藤先生から講演会の概要について＞ 

個人情報保護制度に対して、我々は２つの両極端の見解に出くわすことが少なくありません。つまり、「個人情報は私

のものであり、もっともっと厳重に扱って欲しい！」という見解と、「個人情報保護、個人情報保護ってうるさすぎる！」

という見解です。いずれの見解もある意味正しく、ある意味間違いです。他方、「ほどほどに個人情報を保護して欲しい」

という中間的な見解を支持する人も、もちろんいます。しかし、このような人も、その「ほどほど具合」がどの辺にあるの

か理解していないことがほとんどではないでしょうか。個人情報保護に関する議論において、どの部分に着目すべきで

あるのかについて、具体例を交えながらお話ししたいと思います。 
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